
ENVIRONMENT環境への取り組み

クボタグループは、ブランドステートメントである“For Earth, For Life”の下、環境経営を実践する
ことで持続可能な社会の実現に貢献していきます。

クボタグループの環境経営
　クボタグループは、美しい地球環境を守りながら、人々
の豊かな暮らしを支え続けていくために、環境に配慮し
た製品・技術・サービス・企業活動を通じて、事業成長
と環境保全への貢献を両立し、社会との継続的な相乗
発展をめざしています。

　私たちは、食料・水・生活環境の分野における社会課題
の解決に寄与する製品・技術・サービスの提供と、企業
活動における環境負荷の削減および環境リスクの低減を
通じて、社会の発展と地球環境保全に貢献していきます。

環境経営の取り組み
　私たちは、環境経営を推進するサステナブル企業として、SDGsやパリ協定などの様々な社会動向をふまえ、環境
保全に関する中長期目標を策定し、モノづくりにおける環境負荷削減や環境配慮製品・サービスの拡充に取り組んで
います。また、従業員の環境啓発にもつとめています。

環境保全
中期目標2020

（2020年策定予定）

環境保全
長期目標2030

環境保全長期目標2030（抜粋）

環境配慮性の高い製品の開発

※ 社内基準をクリアした環境配慮性の高い製品です。

気候変動への対応 関連するSDGs 関連するSDGs

  環境保全活動のご紹介
www.kubota.co.jp/kubota-ep/

（2014年度比）

国内拠点
CO2排出量30％削減

エコプロダクツ
認定製品※ 

売上高比率 80％以上

環境保全中期目標2020（抜粋） グローバル生産拠点（2014年度比）

化学物質の管理

水資源の保全

※ 揮発性有機化合物

循環型社会の形成

気候変動への対応

廃棄物
排出原単位 10％改善

CO2

排出原単位 14％改善

VOC※

排出原単位 10％改善

水
使用原単位 10％改善

中長期目標達成に
向けて活動推進

環境保全
中期目標2025
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拠点における環境負荷の削減

環境啓発活動
　毎年6月に実施している環境月間活動や地域との環境コミュニケーション
活動を通じて、従業員の環境意識向上につとめています。

久保田農業機械（蘇州）有限公司（中国）：
出力3.6MW相当のソーラーパネル
を設置しCO2排出量を削減

宇都宮工場：ミッションオイルの再生
設備導入により廃棄物排出量を削減

P.T. Kubota Indonesia（インドネシア）： 
塗装ブースのウォーターカーテンに
再生水を使用し水使用量を削減

メガソーラーの導入 オイルの再生利用 工程排水の再生利用

環境配慮製品・サービスの拡充
　設計・開発段階で製品環境アセスメントを実施し、原材料の調達から製品の廃棄まで、製品のライフサイクル全体での
環境配慮を推進しています。環境配慮性の高い製品は、「エコプロダクツ」として社内認定し、その拡充に取り組んでいます。

2019年度　エコプロダクツ認定製品（一例）

高効率二軸
スクリュープレス脱水機

SHD-080W

小型浄化槽
KZⅡ型
KZⅡ-5

アグリロボコンバイン
WRH1200A

乗用田植機
ナビウェル
NW8S-GS

スキッドステアローダ
SSV75（豪州）

排出ガス規制対応 省エネルギー、省資源省資源排出ガス規制対応 排出ガス規制対応

環境月間ポスター（2019年）

海岸の清掃（フランス）

マングローブの植樹（タイ）

「CDP※ウォーターセキュリティ2019」
で最高評価を獲得

※   企業や都市の気候変動対応や水資源の管理、
森林保護に関する調査を通じて取り組みを推進
する国際的な非営利団体。

気候変動関連財務情報開示 
タスクフォース（TCFD）提言※に賛同

※  企業に対し、気候変動への対応状況や事業への
影響など、自主的な情報開示を推奨する提言。
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